
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる温

かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共

に学び合っていると思いますか。

開校以来大切に続けている熊本支援学校との交流活動

の積み重ねもあり、毎年検討しながらインクルーシブ

教育を推進できている。交流集会の取組を通信等で家

庭へも発信していることが保護者への理解、啓発と

なっていると考えられる。今後も続けていきたい。支

援を要する児童については、コーディネーターを中心

にケース会議や教育相談等を実施し、早期に複数で支

援の方針を検討することができてる。今後も相談体制

を充実させ、特別支援教育の推進を図りたい。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ

授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の学

びに生かすような授業ができていると思いますか。

対話を通した学びの充実に比べ、児童が学習の道

筋を考えたり学び方を選んだりしながら学ぶ授業

づくりに対する肯定的な意見が少なくなってい

る。中でも保護者の肯定的な意見が８割程度と最

も少なくなっている。児童が日常的に授業の中で

体験している個別最適な学びを保護者が実感する

機会が少ないため、授業参観や懇談会、学級通信

などを通じて学校の取組を見聞きする機会を増や

していく必要がある。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ 教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）

教職員と保護者では９割を超える肯定的意見が見

られたが、児童の肯定的な意見は８割弱となっ

た。児童が学校生活や地域社会をよりよくしてい

こうという思いを持てるような活動や取組をして

いくことが今後の課題となる。地域や社会の一員

としての自覚を持って行動することや学校生活で

は学校や学級の一員として活動できているという

実感を重ねていきたい。

令和７年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組

んでいると思いますか。

豊かな心と健やかな体を育む教育に関しては、９割以

上が肯定的にとらえられている。昨年度に引き続き、

学校の様子をホームページや学校だよりで発信し続け

ていることが要因の一つと考える。児童が自ら考え、

課題解決に向けて主体的に取り組める授業づくりにつ

いては、児童の肯定的な意見が８割程度にとどまって

いる。今後、児童自らが学んでいくことや友達と協働

的に課題を解決していくことのよさを実感できる授業

を展開していく必要がある。

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進 
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〇保護者の見方における「分からない」の割合を減らす。そのために、日々の学校生活を今年よりもさらに魅力的なものにし、児童に「学校に行きたい！」と心から

思ってもらえるようにする。

〇全職員一丸となって授業改善に取り組む。個別最適な学びと協働的な学びの一体的な指導を今年度以上に進める。

〇家庭・地域とのゆるぎない協力体制を築く。地域で子どもを育てることの意味を、家庭・地域とともに考える年にする。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

〇不登校の児童がいる中で、やはり学校には行きたいという気持ちを持っているように思う。これからも温かく寄り添っていただければと思う。

〇子どもたちが主体的に考え行動する力を育む教育の推進については、とても積極的に力強く学校側で行っていると感じている。

〇学校ホームページの発信が常に行われており、とても学校の様子がわかってよい。

〇各項目について、保護者、児童生徒、教職員の約９０％が肯定的にとらえていることは、学校の方向性が評価されているものと思う。

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て

保護者、児童、教職員共に肯定的な意見が９割を

超えている。昨年度比では、児童が＋７％になっ

た一方で教職員は−５％となっている。教職員の

評価自体は高く、さらに良くできるという思いの

表れではないかと推察されるので、教職員側から

のアクションを起こしていきたい。

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

保護者の肯定的な意見が２％、児童が１％減少し

ている。「どちらかといえば、そう思わない」

「そう思わない」「わからない」と回答している

割合が２割いることから、すべての人が相談しや

すい学校づくりを目指したい。児童の様子を見つ

め、保護者や地域と対話を繰り返しながら、児童

が安心して通える学校を目指していく。

独自項目

１１　あいさつ 独自項目2

学校は、あいさつができるこどもの育成に努めていると思いますか。 0

（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な学校づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進

めていると思いますか。

本校区は、地域やPTAの行事などで児童と地域が関わ

る機会が多くある。行事や教育活動などで良好な協力

関係のもと、地域、家庭、学校の連携がうまく取れて

おり、肯定的意見が９割を超えた。また、登下校にお

ける見守り活動も盛んに行われ、児童の安全を見守る

意識が高い。地域や家庭と連携した教育環境の整備に

ついては、昨年度と比較して保護者の肯定的な評価の

み２％の減少となった。今後も学びのフィールドを教

室外にどんどん広げ、地域で学ぶ楽しさを児童に実感

させていきたい。
0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員

児童生徒

保護者

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員

児童生徒

保護者

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員

児童生徒

保護者

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員

児童生徒

保護者

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教職員

児童生徒

保護者


